
ハッピーメール8月号でも紹介しましたとお
り、スマートネーション構築にまい進するシン
ガポール。現在、シンガポールの島の北東部、
ポンゴルに、デジタル地区を建設する計画が進
んでいます。 

＜閑静な漁村から 20 万人が暮らすウォータ

ーフロントタウンに＞ 

 ポンゴルといえば、私がシンガポールに来た
1990 年代初頭は未開の森林地帯でした。道路
は一車線。ジョホール水道に面したビーチエリ
アはのどかで閑散とした未開発の場所でした。
1996 年に新たな住宅地として開発されるこ
とが決まり、今や高層の公団住宅が立ち並ぶ
20 万人が生活する町へと発展しました。太陽
光発電や雨水リサイクルシステムを設けたモデ
ル住宅があったり、政府が新たな都市開発の試
みを行う際の実証実験の場としてもよく知られ
ています。そのポンゴルで、デジタル地区の開
発が始まりました。50 ヘクタールの土地に
JTC ビジネスパーク、大学を建設、その周りに
は住宅地や商業施設を開発する予定です。 

※地図：Google Map より作成 

＜アジアのシリコンバレー＞ 
ポンゴルのデジタル地区が目指すのはシリコ

ンバレー。スタンフォード大学と IT 業界のコラ
ボレーションがシリコンバレーの発展を支える
要素の１つですが、ポンゴルにも、シンガポー
ル 技 術 大 学 (Singapore Institute of 
Technology - SIT)とサイバー・セキュリティ
ー、AI、IoT などのデジタル経済関連企業を誘
致する JTC ビジネスパークが建設されます。
SIT と JTB ビジネスパークは近接しており、
SIT キャンパスを囲むように JTC ビジネスパ
ークが建設される計画で、大学の教授陣、学生
や産業界のネットワーキングを促進し、コラボ
レーションを生み出す狙いがあります。例えば、
SIT のリサーチハブを JTB のビジネスパーク
に建設したり、SIT のキャンパスにスタートア
ップ企業のインキュベーションをつくることが
可能です。SIT のキャンパスは 2019 年 9 月
10 日に起工式が行われました。2023 年の完 

成時には、ポンゴル・デジタル地区で 2 万
8000 人のデジタル技術分野での新規雇用創
出を見込んでいます。ポンゴルは 2022 年から
無人バスの運行が計画されている３エリアの 
１つでもあります。 

＜スマート技術を駆使＞ 
 ポンゴル・デジタル地区にはシンガポール初
のスマートグリッドも導入されます。スマート
グリッド（次世代送電網）とは、電力の流れを
供給側・需要側の両方から制御し、最適化でき
る送電網のことで、専用の機器やソフトウェア
が、送電網の一部に組み込まれています。例え
ば猛暑日、スマートグリッドにより、どこのビ
ルが多く電力を消費しているかが把握されるの
で、このデータをオープンデジタルプラットフ
ォームに送信し、建物管理システムを作動し、
日があたらないように、その建物の窓のブライ
ンドを自動的におろす、というような対応が可
能になるのです。また、建物のテナントがスマ
ートフォンのアプリを使って、建物内の温度を
フィードバックすると、温度を調節してエネル
ギー消費が最適化されます。現在は、降雨で外
の気温が若干低くても空調は中央管理システム
のため室内が必要以上に寒くなることもありま
すが、温度調整ができない建物がほとんどで、
常夏のシンガポールで寒さに震えるという現象
がおこっています。スマート温度計を使い、外
の温度に合わせて室内の温度を調整することが
可能になり、電力消費が最適化されます。 
これまでのビジネスパークは、インフラ、ア

ーバンソリューション、デジタルインフラそれ
ぞれ別個に開発されてきましたが、ポンゴル・
デジタル地区では、最初から共同のデジタルイ
ンフラを構築します。そのため、空調だけでは
なく、設備、ビル、エステート管理システム、
廃棄物をコンベヤーで運ぶシステム、無人配送
システム、セキュリティーシステム、駐車場シ
ステム、信号システム、無人車などのシステム
もオープンデジタルプラットフォームで統合さ
れます。センサーや IoT からのデータにより、
地区の中でおこっていることがリアルタイムで
把握できるため、管理者は問題に素早く対応し、
積極的に、資源の利用を最適化することができ
ます。 

2023 年の完成時には、オフィスに到着する
と、スマートシステムが作動し、バイオメトリ
ック情報のシステムから、お気に入りの屋台に
お気に入りの朝食がオーダーされ、ドローンで
朝食が運ばれてくる、というような光景も夢物
語ではありません。 
日本でもパナソニックとトヨタがスマートシ

ティ事業の合弁会社を設立するなど、スマート
シティへの取り組みが加速しているようです。
これからシンガポールや日本、諸外国でどのよ
うなスマートシティが構築されていくのか、楽
しみです。 
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